
第１章 沿革と目的 

第１節 沿革 

富山市に所在する安田城跡では、昭和 52・53 年度に県営ほ場整備事業に伴い、富山県教育委 

員会と婦中町教育委員会による試掘調査が行われ、三つの曲輪や堀が確認された。安田城跡の

ように保存状態が良く全体像が分かる戦国時代の平城は、全国的に少なく貴重な事例であるこ

とから、昭和 56年 2月 23 日に国史跡に指定され、保存が図られている。 

昭和 56～60 年度には指定地全域と資料館建設予定地の土地公有化を行い、平成 2～4 年度に

は整備事業が実施された。平成 5 年 5 月 13 日、史跡公園「安田城跡歴史の広場」（平成 17 年

度市町村合併後は「富山市婦中安田城跡歴史の広場」）として一般に公開され、現在に至って

いる。 

第２節 計画の目的 

「富山市婦中安田城跡歴史の広場」は開場後 25年が経過して、様々な課題を抱えている。 

堀をはじめとした施設には著しい老朽化が認められ、一部は史跡への影響が懸念されるもの

もある。来場者や周辺住民等に被害を与える危険性がある箇所については順次応急処置を行っ

ているが、史跡を適切に保護・公開するための抜本的な対策が図られていない状況である。  

また、整備後に活用や維持管理の在り方が変化した点（スイレンの名所化、堀の給水方法の

変更等）に関しては、施設の魅力向上や経費削減等に多大な効果がある一方で、それに伴う新

たな問題も生じている。 

さらには、価値ある歴史遺産である安田城跡を後世に確実に継承していくために必要な保存

活用計画が未策定であり、史跡の本質的価値や構成要素等が明確化されていない。 

そこで、今回、安田城跡の保存・活用・整備等に関する現状と課題を把握して、史跡の保存

活用と再整備事業に関する基本方針と具体的手法について明確化した保存活用計画と再整備基

本計画を策定した。 

表 1-1 安田城跡における調査・保存・整備の歩み 

昭和 52・53 年度 県営ほ場整備事業に伴う試掘調査 

昭和 56年 2 月 23 日 史跡指定 

昭和 56～60 年度 土地公有化事業 

昭和 59 年度 史跡安田城跡環境整備計画策定委員会の設置（以降 8回開催） 

昭和 60 年度 測量図作成 

昭和 61・62 年度 発掘調査 

平成元年度 基本計画案作成 

平成 2年度 基本設計・実施設計・発掘調査（『史跡「安田城跡」環境整備基本設計』）

平成 2～4年度 整備工事（『史跡安田城跡環境整備事業報告書』） 

平成 5年 5月 13 日 安田城跡歴史の広場オープン 

平成 29 年度 安田城跡再整備準備検討会議開催（2回） 

平成 30 年度 安田城跡再整備基本計画策定会議開催（2回）、再整備基本計画策定 
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図 1-1 整備前の地形測量図（平成２年度基本設計に伴う史跡測量調査委託による） 
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第３節 専門家会議の開催と経過 

本計画の策定にあたっては、平成 29 年度に安田城跡再整備準備検討会議（県費補助事業）を

2回、平成 30 年度に安田城跡再整備基本計画策定会議（国庫補助事業）を 2回開催した。 

会議では、学識経験者（平成 29 年度 7名、平成 30 年度 8名）による検討を行い、文化庁文

化資源活用課、富山県教育委員会生涯学習・文化財室の指導・助言を得た。平成 30 年度は業務

コンサルタントが入り、堀の現況調査結果等を踏まえて、具体的な改修計画を提案した（※）。 

会議の構成と経過については、表 1-2、表 1-3 のとおりである。 

※改修計画案の作成は、業務コンサルタントと市で次のとおり分担した。 

業務コンサルタント：浚渫、堀護岸改修、土塁の再整備（盛土・植栽）、水生植物の植栽設備、 

          サイン・土塁展示施設の改修、休憩施設の設置 

市：堀の給水方法、水生植物の維持管理、サイン動線、野外模型・土塁階段・野外模型・園路舗 

装の改修、資料館の再整備（映像設備・展示・木柵） 

氏名 所属 専門分野 

専門家 

西井 龍儀 
富山考古学会会長（平成 29 年度）・同理事
（平成 30年度）、富山市文化財調査審議会
委員、一級建築士 

考古学・建築 

高岡 徹 
とやま歴史的環境づくり研究会代表、越中
史壇会会員(元史跡安田城跡環境整備計画
策定委員) 

戦国史 

廣瀬 愼一 
庄西用水土地改良区理事長、農学博士 
（元富山県立大学短期大学部教授） 

多自然水路工法・
農業農村整備 

奥川 光治 
公立大学法人富山県立大学 工学部環境・
社会基盤工学科 准教授 

水質・環境学、環
境工学 

古谷 元 
公立大学法人富山県立大学 工学部環境・
社会基盤工学科 准教授 

地盤工学 

中田 政司 
富山県中央植物園長、富山市文化財調査審
議会委員 

植物環境 

中村 只吾 
（平成 30年度） 

富山大学人間発達科学部 准教授 活用・地域づくり

笹岡 覚 
（平成 29年度） 
村田 友康 
（平成 30年度） 

富山市公園緑地課長 公園整備 

オブザーバー 

文化庁文化財部記念物課（平成 29年度）、文化庁文化資源活用課（平成 30年度）

富山県教育委員会生涯学習・文化財室 

事務局 富山市教育委員会埋蔵文化財センター 

業務コンサル
タント 

株式会社イビソク（平成 30 年度） 

なお、富山大学理学部生物圏環境科学科の横畑泰志教授より、モグラに関する助言を個別にいただいた。 

表 1-2 安田城跡再整備準備検討会議および安田城跡再整備基本計画策定会議の構成 
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上記の会議以外にも、各専門家には、専門的見地からの指導を現地等で随時いただいた。 

表 1-3 安田城跡再整備準備検討会議および安田城跡再整備基本計画策定会議の経過 

会議 日時・場所 おもな議題 

第 1回安田城跡再整備 
準備検討会議 

平成 29 年 9 月 12 日（火）
午後 1時 30 分～ 
富山市朝日地区センター、
安田城跡歴史の広場 

・史跡の現状と問題点について（現地指導）
・再整備方針の検討にあたっての考え方に 
ついて 
・箇所ごとの課題の対策について 

第 2回安田城跡再整備 
準備検討会議 

平成 30 年 2 月 21 日（水） 
午後 1時 30 分～ 
富山市婦中行政サービスセ
ンター第 7会議室 

・再整備基本方針（案）について 

第 1回安田城跡再整備 
基本計画策定会議 

平成 30 年 11 月 16 日（金） 
午後 9時 30 分～ 
富山市婦中行政サービスセ
ンター大ホール 

・調査・測量業務委託の結果報告について 
・設備改修案、維持管理案、活用案について

第 2回安田城跡再整備 
基本計画策定会議 

平成 31 年 2 月 20 日（水） 
午後 9時 30 分～ 
富山市婦中行政サービスセ
ンター大ホール 

・再整備基本計画（案）について 
・保存活用計画（案）について 
・今後のスケジュールについて 

写真 1-1 第 1 回再整備準備検討会議 現地指導     写真 1-2 第 2 回再整備準備検討会議 

写真 1-3 第 1 回再整備基本計画策定会議     写真 1-4 第 2 回再整備基本計画策定会議 
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